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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第66期
第３四半期
累計期間

第67期
第３四半期
累計期間

第66期
第３四半期
会計期間

第67期
第３四半期
会計期間

第66期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 37,052,09633,928,45713,859,21312,428,80947,193,484

経常利益 (千円) 219,222 243,118 120,394 106,830 196,630

四半期(当期)純利益 (千円) 106,803 120,850 52,120 49,659 212,557

持分法を適用した
場合の投資利益
又は投資損失(△)

(千円) 11,039 9,163 5,441 10,714 △12,184

資本金 (千円) ― ― 1,450,0001,450,0001,450,000

発行済株式総数 (千株) ― ― 21,269 21,269 21,269

純資産額 (千円) ― ― 12,524,95912,324,27612,364,631

総資産額 (千円) ― ― 16,166,35415,654,81614,870,919

１株当たり純資産額 (円) ― ― 672.11 662.46 664.15

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 5.59 6.50 2.80 2.67 11.19

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 4.00 4.00 ― ― 8.00

自己資本比率 (％) ― ― 77.5 78.7 83.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △604,873△70,720 ― ― 644,872

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 27,463△260,654 ― ― △6,689

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,060,446△153,398 ― ― △1,065,580

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 5,152,8535,878,5416,363,314

従業員数 (人) ― ― 172 170 165

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(人) 170　(52)

(注)  従業員数は就業人員であり、当第３四半期会計期間の平均臨時雇用者数(１日実働７時間換算)は(　)内に外数で

記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【卸売部門の販売、仕入状況】

(1) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　

部門別

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

前年同四半期比
(％)

金額(千円)

受託商品

鮮魚部門 3,200,320 93.5

冷凍魚部門 571 34.3

塩干魚部門 95,874 72.4

　小計 3,296,767 92.7

買付商品

鮮魚部門 2,713,766 88.6

冷凍魚部門 2,228,482 88.7

塩干魚部門 3,776,780 91.3

　小計 8,719,029 89.8

計

鮮魚部門 5,914,087 91.2

冷凍魚部門 2,229,053 88.7

塩干魚部門 3,872,655 90.7

合計 12,015,796 90.6

(注) １  前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販

売実績に対する割合は、次のとおりであります。

　

相手先

前第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

丸鮮㈱ 1,652,087 12.5 1,536,496 12.8

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 仕入実績

当第３四半期会計期間における仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　

部門別

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

前年同四半期比
(％)

金額(千円)

受託商品

鮮魚部門 3,024,311 93.5

冷凍魚部門 540 34.3

塩干魚部門 90,602 72.4

　小計 3,115,453 92.7

買付商品

鮮魚部門 2,605,283 87.7

冷凍魚部門 2,034,314 91.9

塩干魚部門 3,491,300 90.9

　小計 8,130,899 90.1

計

鮮魚部門 5,629,594 90.7

冷凍魚部門 2,034,854 91.9

塩干魚部門 3,581,903 90.4

合計 11,246,352 90.8

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【その他の事業部門の販売、生産状況】

(1) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　

部門別

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

前年同四半期比
(％)

金額(千円)

飼料工場部門 144,621 48.2

食品加工場部門 115,993 88.8

冷蔵工場部門 123,859 92.1

不動産賃貸部門 28,539 98.2

合計 413,013 69.5

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 生産実績

当第３四半期会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　

部門別

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

前年同四半期比
(％)

金額(千円)

飼料工場部門 155,194 53.8

食品加工場部門 125,495 92.9

冷蔵工場部門 106,459 91.6

合計 387,148 71.7

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注状況

当社は、ごく少数の特殊製品について受注生産を行うほかは、すべて見込生産であります。

　

３ 【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

４ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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５ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、一部に持ち直しの動きが見られたものの、企業収益の減

少や個人消費の低迷は依然として続いており、デフレ懸念や為替相場の急激な変動など、先行きに対する

見通しは、さらに不透明感が強まりました。

当業界におきましては、消費者の生活防衛意識の高まりにより節約志向、低価格志向が一層強まり、価

格競争の激化も相まって、厳しい経営環境が続くなか、当社は、顧客ニーズに対応した営業活動を展開す

るとともに、企業体質の強化と収益の確保のための諸施策に全力で取組んでまいりました。

当第３四半期会計期間の売上高は、主力の卸売部門が取扱数量の減少と魚価安により大幅な減収とな

り、飼料の販売不振もあって、12,428百万円（前年同四半期比10.3％減）となりました。経常利益は、売上

総利益率の改善や年金制度の移行による退職給付費用の減少などがありましたが、106百万円（前年同四

半期比11.3％減）となり、四半期純利益は49百万円（前年同四半期比4.7％減）となりました。

部門別の業績は、次のとおりであります。

 (卸売部門)

鮮魚部門は、生鮮キハダ、ホタテ貝柱などが入荷増で増収となりましたが、養殖ブリが取扱減、養殖フグ

などの単価安、ウニ、トロ商材など高級品の消費減少などもあり、売上高は5,914百万円（前年同四半期比

8.8％減）となりました。

冷凍魚部門は、尾付伸ばしエビなどが伸長しましたが、高価格商材である冷カニ、冷有頭エビなどの荷

動き悪く、単価安も加わって、売上高は2,229百万円（前年同四半期比11.3％減）となりました。

塩干魚部門は、塩カズノコ、明太子などが取扱量の増加により増収となりましたが、醤油イクラが単価

安、塩サバの需要減などにより、売上高は3,872百万円（前年同四半期比9.3％減）となりました。

この結果、卸売部門の売上高は12,015百万円（前年同四半期比9.4％減）となりました。

 (その他の事業部門)

飼料工場部門は、養鰻用飼料の国内販売が池入れ稚魚の増加により、輸出が新規販売先の開拓などで増

収となりましたが、養鶏用、養魚用飼料が他社との価格競争や需要減により大幅な取扱減となり、売上高

は144百万円（前年同四半期比51.8％減）となりました。

食品加工場部門は、釜飯などのセット商品が取扱増となりましたが、ポット商品、ピロ商品が少量規格

への変更や小口受注中心の販売となり、売上高は115百万円（前年同四半期比11.2％減）となりました。

冷蔵工場部門は、鮮魚貨物の取扱量が増加しましたが、主力商品である塩鮭鱒の搬入減と寄託者の流通

経費の削減などもあり、売上高は123百万円（前年同四半期比7.9％減）となりました。

不動産賃貸部門は、主な事業である賃貸マンション２棟、貸事務所１棟が順調に稼動し、売上高は28百

万円（前年同四半期比1.8％減）となりました。

この結果、その他の事業部門の売上高は413百万円（前年同四半期比30.5％減）となりました。
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(2) 財政状態の状況

当第３四半期会計期間末における総資産は、15,654百万円となり、前事業年度末に比べ783百万円

（5.3％）増加しました。これは主に、現金及び預金の減少785百万円などがありましたが、受取手形及び

売掛金の増加1,358百万円、有価証券の増加300百万円などによるものであります。

負債は、3,330百万円となり、前事業年度末に比べ824百万円（32.9％）増加しました。これは主に、支払

手形及び買掛金の増加934百万円などによるものであります。

純資産は、12,324百万円となり、前事業年度末に比べ40百万円（0.3％）減少しました。これは主に、利

益剰余金の減少28百万円などによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動により246

百万円、投資活動により108百万円、財務活動により74百万円それぞれ減少となったため、第２四半期会計

期間末に比べ429百万円（6.8％）減少し、当第３四半期会計期間末には5,878百万円となりました。

また、当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、使用した資金は246百万円（前年同四半期比63.3％減）となりました。これは主に、売

上債権の増加1,404百万円などの資金減少要因が、仕入債務の増加813百万円、たな卸資産の減少206百万

円及び税引前四半期純利益107百万円などの資金増加要因を上回ったためであります。

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、使用した資金は108百万円（前年同四半期比714.7％増）となりました。これは主に、

定期預金の預入による純支出99百万円などによるものであります。

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、使用した資金は74百万円（前年同四半期比1.4％減）となりました。これは主に、配当

金の支払額74百万円などによるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画は

ありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 66,190,000

計 66,190,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,269,00021,269,000
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数 1,000株

計 21,269,00021,269,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日

― 21,269,000 ― 1,450,000 ― 1,045,772

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大量保有報告書等の写しの送付等がないため、大株主の異動は把握し

ておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 2,664,000― 単元株式数 1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式18,518,000 18,518 同上

単元未満株式 普通株式　　87,000 ― ―

発行済株式総数 21,269,000― ―

総株主の議決権 ― 18,518 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

中部水産㈱
名古屋市熱田区川並町 
２番22号

2,664,000 ― 2,664,000 12.5

計 ― 2,664,000 ― 2,664,000 12.5

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

　
10月

　
11月

　
12月

最高(円) 350 300 298 305 300 285 280 265 270

最低(円) 290 280 290 275 275 269 265 250 250

(注)  最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間(平成20年10月１日か

ら平成20年12月31日まで)及び前第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係

る四半期財務諸表については、監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、当第３四半期会計期間(平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期財務諸表については、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けて

おります。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21

年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
 

(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,138,659 4,924,577

受取手形及び売掛金 3,576,452 2,217,805

有価証券 1,800,000 1,500,000

商品及び製品 596,474 508,343

仕掛品 18,776 28,467

原材料及び貯蔵品 320,057 437,972

その他 134,657 131,441

貸倒引当金 △20,508 △12,728

流動資産合計 10,564,569 9,735,880

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,678,951 1,772,863

その他（純額） 844,894 866,273

有形固定資産合計 ※１
 2,523,846

※１
 2,639,136

無形固定資産 134,878 35,932

投資その他の資産

投資有価証券 1,792,304 1,825,407

その他 674,717 670,449

貸倒引当金 △35,499 △35,886

投資その他の資産合計 2,431,522 2,459,970

固定資産合計 5,090,247 5,135,039

資産合計 15,654,816 14,870,919

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,049,802 1,115,562

受託販売未払金 228,877 156,228

未払法人税等 5,547 6,038

賞与引当金 22,620 72,200

役員賞与引当金 － 10,800

その他 387,330 264,257

流動負債合計 2,694,176 1,625,086

固定負債

長期未払金 45,978 189,904

退職給付引当金 502,916 601,886

その他 87,468 89,411

固定負債合計 636,363 881,201

負債合計 3,330,540 2,506,288
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
 

(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,450,000 1,450,000

資本剰余金 1,342,597 1,342,597

利益剰余金 11,343,724 11,371,759

自己株式 △1,287,195 △1,282,763

株主資本合計 12,849,126 12,881,593

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △524,850 △516,961

評価・換算差額等合計 △524,850 △516,961

純資産合計 12,324,276 12,364,631

負債純資産合計 15,654,816 14,870,919
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 37,052,096 33,928,457

売上原価 35,295,802 32,292,813

売上総利益 1,756,293 1,635,644

販売費及び一般管理費 ※１
 1,656,155

※１
 1,495,946

営業利益 100,138 139,697

営業外収益

受取利息 23,538 15,536

受取配当金 47,763 42,622

受取手数料 26,510 30,826

その他 21,464 14,470

営業外収益合計 119,276 103,456

営業外費用

自己株式取得費用 192 35

営業外費用合計 192 35

経常利益 219,222 243,118

特別利益

投資有価証券売却益 7,100 －

その他 25 －

特別利益合計 7,125 －

特別損失

投資有価証券評価損 44,261 24,063

その他 1,068 72

特別損失合計 45,329 24,136

税引前四半期純利益 181,017 218,982

法人税、住民税及び事業税 82,496 3,167

法人税等調整額 △8,281 94,964

法人税等合計 74,214 98,132

四半期純利益 106,803 120,850

EDINET提出書類

中部水産株式会社(E02646)

四半期報告書

15/25



【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 13,859,213 12,428,809

売上原価 13,206,610 11,836,120

売上総利益 652,602 592,689

販売費及び一般管理費 ※１
 565,828

※１
 515,433

営業利益 86,774 77,256

営業外収益

受取利息 7,047 4,060

受取配当金 11,047 10,559

受取手数料 8,886 10,231

その他 6,639 4,722

営業外収益合計 33,620 29,573

経常利益 120,394 106,830

特別利益

投資有価証券売却益 0 －

投資有価証券評価損戻入益 － 365

特別利益合計 0 365

特別損失

投資有価証券評価損 18,748 －

その他 742 －

特別損失合計 19,490 －

税引前四半期純利益 100,904 107,195

法人税、住民税及び事業税 40,923 1,049

法人税等調整額 7,859 56,486

法人税等合計 48,783 57,535

四半期純利益 52,120 49,659
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 181,017 218,982

減価償却費 137,370 147,329

貸倒引当金の増減額（△は減少） 19,351 7,392

賞与引当金の増減額（△は減少） △47,000 △49,580

退職給付引当金の増減額（△は減少） 68,372 △98,970

投資有価証券売却損益（△は益） △7,100 －

投資有価証券評価損益（△は益） 44,261 24,063

受取利息及び受取配当金 △71,301 △58,159

売上債権の増減額（△は増加） △1,514,618 △1,364,085

たな卸資産の増減額（△は増加） △259,070 39,474

仕入債務の増減額（△は減少） 880,911 1,006,889

未払消費税等の増減額（△は減少） △111,124 △810

未払費用の増減額（△は減少） 1,514 △4,288

その他 12,198 5,191

小計 △665,216 △126,572

利息及び配当金の受取額 70,589 60,041

法人税等の支払額 △10,246 △4,189

営業活動によるキャッシュ・フロー △604,873 △70,720

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △62,300 △158,700

定期預金の払戻による収入 60,300 59,800

有形固定資産の取得による支出 △24,892 △14,638

無形固定資産の取得による支出 － △119,312

投資有価証券の取得による支出 △1,386 △28,354

投資有価証券の売却による収入 57,100 －

その他 △1,358 551

投資活動によるキャッシュ・フロー 27,463 △260,654

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △903,674 △4,467

配当金の支払額 △156,772 △148,931

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,060,446 △153,398

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,637,857 △484,772

現金及び現金同等物の期首残高 6,790,711 6,363,314

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 5,152,853

※１
 5,878,541
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【表示方法の変更】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

(四半期キャッシュ・フロー計算書)

　前第３四半期累計期間において、投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しておりました

無形固定資産の取得による支出は、金額の重要性が高くなったため区分掲記しております。

　なお、前第３四半期累計期間の無形固定資産の取得による支出は、1,331千円であります。

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第３四半期累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

１  固定資産の減価償却費の算定方法 　減価償却の方法として定率法を採用しているため、事業年度に係る減

価償却費の額を期間按分して算定しております。

２  法人税等並びに繰延税金資産及び

繰延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を

重要なものに限定して算定しております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営

環境等及び一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場

合には、前事業年度末において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを使用しています。

　

【追加情報】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

(退職給付引当金)

　当社は、従来より税制適格退職年金制度及び退職一時金制度を採用しておりましたが、平成21年10月１日より税

制適格退職年金制度を確定給付企業年金制度に移行しました。本移行に伴う影響額は、当第３四半期累計期間の退

職給付費用の減額として64,064千円計上し、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益は同額増加しておりま

す。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　3,302,775千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　3,180,073千円

　

(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

　
前第３四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

　　　給料及び手当　　　　　　　　　 789,199千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　18,450

　　　退職給付費用　　　　　　　　　　77,507

　　　貸倒引当金繰入額　　　　　　　　28,071

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

　　　給料及び手当　　　　　　　　　 802,367千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　19,200

　　　退職給付費用　　　　　　　　　△29,034

　　　貸倒引当金繰入額　　　　　　　　12,892

　

第３四半期会計期間

　
前第３四半期会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

　　　給料及び手当　　　　　　　　　 251,987千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　18,450

　　　退職給付費用　　　　　　　　　　42,881

　　　貸倒引当金繰入額　　　　　　　　 9,874　　

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

　　　給料及び手当　　　　　　　　　 251,714千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　19,200

　　　退職給付費用　　　　　　　　　　11,172

　　　貸倒引当金繰入額　　　　　　　　 7,161

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年12月31日現在)

現金及び預金勘定 3,518,060千円

有価証券 1,706,168

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△64,300

別段預金 △906

受益証券 △6,168

現金及び現金同等物 5,152,853

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年12月31日現在)

現金及び預金勘定 4,138,659千円

有価証券 1,800,000

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△59,200

別段預金 △917

現金及び現金同等物 5,878,541
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期累計期間(自  平成21年４月１日  至  平

成21年12月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

　

株式の種類
当第３四半期会計期間末

(株)

普通株式 21,269,000

　

２  自己株式の種類及び株式数

　

株式の種類
当第３四半期会計期間末

(株)

普通株式 2,665,164

　

３  配当に関する事項

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 74,468 4 平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

平成21年11月12日
取締役会

普通株式 74,416 4 平成21年９月30日 平成21年12月10日 利益剰余金

　

(持分法損益等)

第３四半期累計期間

　

　
前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

持分法を適用した場合の投資利益の金額(千円) 11,039 9,163

　

第３四半期会計期間

　

　
前第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

関連会社に対する投資の金額(千円) 54,200 54,200

持分法を適用した場合の投資の金額(千円) 295,421 274,314

持分法を適用した場合の投資利益の金額(千円) 5,441 10,714
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額　　　　　　　　　　　 662円46銭 １株当たり純資産額　　　　　　　　　　　 664円15銭 

　

２  １株当たり四半期純利益金額

第３四半期累計期間

　
前第３四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額　　　　　　　　 5円59銭 １株当たり四半期純利益金額　　　　　　　　 6円50銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

四半期純利益(千円) 106,803 120,850

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 106,803 120,850

普通株式に係る期中平均株式数(千株) 19,121 18,605

　

第３四半期会計期間

　
前第３四半期会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額　　　　　　　　 2円80銭 １株当たり四半期純利益金額　　　　　　　　 2円67銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

四半期純利益(千円) 52,120 49,659

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 52,120 49,659

普通株式に係る期中平均株式数(千株) 18,635 18,603
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

当第３四半期会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリー

ス取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第３四半期会計

期間末におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載してお

りません。

　

２ 【その他】

当期の中間配当に関して、次のとおり取締役会で決議しております。

取締役会決議年月日　　　　平成21年11月12日

中間配当金の総額　　　　　　　　74,416千円

１株当たり中間配当額　　　　　　　　　４円 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　　　　　　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

中部水産株式会社

　取締役会  御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士  　  渋　谷　英　司    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    　瀧　沢　宏　光    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中部

水産株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第66期事業年度の第３四半期会計期間(平成

20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日

まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、中部水産株式会社の平成20年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月８日

中部水産株式会社

　取締役会  御中

　

有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   　 渋　谷　英　司    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   　 瀧　沢　宏　光    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中部

水産株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第67期事業年度の第３四半期会計期間(平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日

まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、中部水産株式会社の平成21年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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